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Ⅴ．特記事項 

 

1．岐阜協立大学スマートキャンパス構想 

 知識付与型の教育、板書による知識の伝達から、「探求」型学習へ変革する基盤づくりと

して、全般的な教育改革とコミュニケーションの向上を効果的に実践するため「スマート

キャンパス構想」をうたい、教職員・学生の ICT 活用促進を開始した。 

具体的には、学生がタブレット端末を持つことで、これまで情報機器のある教室など限

られた環境での教育方法が、キャンパスのどこでもタブレット端末を用いたグループワー

クや発表ができるようにすること、講義の様態において、これまで大量のモノクロ資料を

配布していたものを、学生の手元の端末でカラーデータ資料の提示や参考資料の引用を容

易にすること、さらに講義資料の事前提示により事前学習を促進し、環境へ配慮すること

である。また、学内の証明書発行等の事務手数料のキャッシュレス化により、今後社会に

おいて進む ICT 技術に触れる機会を在学中に活用でき、事務の省力化につながるなどがあ

る。また、大学の office365 契約により、教職員および学生が遠隔でのやりとりなどコミ

ュニケーションの向上や学内外で同じデータを使用でき効率の良い資料作成に寄与する。 

 

2．ゼミナール活動とゼミナール大会（経済学部・経営学部） 

53 年前の開学以来、少人数で行うゼミナール活動に力を入れており、1 年次は基礎演習、

2 年次は演習Ⅰ、3 年次は演習Ⅱ、4 年次は演習Ⅲとして学生が必ずゼミに所属し、ゼミ

を中心に教育活動を実施している。テーマに沿って課題を見つけ、それについて調べ、ゼ

ミ内でプレゼンテーションと検討会という流れを繰り返し行うことで、自発的に課題解決

提案力を培うことができる。また毎年 12 月初旬に「学内ゼミナール大会」を開催してい

る。これはゼミナール協議会という学生組織が運営し、各ゼミの研究発表会を 1 日かけて

実施する大学ならではの一大イベントである。令和元（2019）年度は 47 回目となり、54
チームが参加した。教員による審査により、会場ごとで優秀賞を決定する。発表の内容は

学内ゼミナール参加論文としてまとめ、本学での学修の成果として公開し、次年度の大会

を引き継ぐ後輩の閲覧に供している。 

 

3．看護学部看護学科の設置と大学名称変更 

 2018 年、2030 年問題による大学の経営危機時代を見据え、法人経営の基盤強化と安定

化を図るとともに、法人傘下の大学間の資源を有効活用する基礎を早期に整えることを目

的に、平成 29（2017）年 4 月、本学の前身である岐阜経済大学と近隣にある大垣女子短

期大学とが法人合併をした。今後の社会的なニーズに伴い、大垣女子短期大学にあった 3
年制の看護学科を 4 年制化し、社会科学だけでなく医療の分野を含む総合的な学びとなる

ことから新学部開設に合わせて大学名称を変更した。これまでの教育、就職の実績を活か

しつつ、新たな大学として社会のニーズに応えていく。看護学科では看護師資格のほか、

保健師の資格取得もできるように養成課程を設けている。本学では既存の公共政策学科に

おいて、社会福祉士国家試験受験資格の取得が可能であるため、看護師、保健師、社会福

祉士と 3 種の国家試験受験資格を目指せる地域社会への貢献に強い関心のある学生を求め

る環境が整った。 


